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平成23年度一般会計決算を認定 　

平
成
24
年
第
３
回
定
例
会
は
�
９
月
６
日
か
ら
19
日
ま
で
の
14
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
�

　

今
定
例
会
で
は
�
平
成
23
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業
会
計
決
算
の
ほ
か
�
24
年

度
補
正
予
算
�
条
例
改
正
な
ど
あ
わ
せ
て
18
件
が
提
出
さ
れ
�
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
�

　

一
般
質
問
は
７
人
が
行
い
�
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
�

町 

税　

　

歳
入
の
柱
で
あ
る
町
税
は
全
体
で

3.3
％
増
と
な
り
ま
し
た
�

　

法
人
町
民
税
は
納
付
額
が
大
幅
増

と
な
�
た
事
業
者
が
あ
り
22
・
32
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
�

　

た
ば
こ
税
は
�
税
率
が
大
幅
に
上

が
�
た
こ
と
に
よ
り
一
億
円
を
超
え
�

11
・
９
％
増
と
な
り
ま
し
た
�

地
方
交
付
税

　

地
方
交
付
税
は
0.6
％
減
と
な
り
ま

し
た
�

国
庫
支
出
金

　

地
域
活
性
化
交
付
金
�
公
共
投
資

臨
時
交
付
金
が
減
り
�
39
・
１
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
�

歳  

入
�
主
な
も
の
�

9月定例会

　平成 23年度一般会計・特別会計・事業会計の

決算審査の結果、計数については正確であり、予

算の執行はおおむね適正かつ効率的に執行されて

いること、会計経理事務及び財産に関する事務は  

　　　　　　　　　　　　適正に処理されている

　　　　　　　　　　　　ことを確認しました。

監 査 報 告

　歳入では、自主財源の確保、住民負担の公平性

を期する観点から、関係法令に基づき、滞納額の

解消に努めていただきたい。

　歳出では、事業執行にあたり、進行管理をおこ

ない、不用額、繰越金を少なくするとともに、事

業効果の測定などの評価も確実に行い、町の振興・

発展に努めていただくことを所見として、意見を

申し添えます。

一般会計への審査意見

　

法
人
町
民
税
は
納
付
額
が
大
幅
増

と
な
�
た
事
業
者
が
あ
り

　

た
ば
こ
税
は
�
税
率
が
大
幅
に
上

が
�
た
こ
と
に
よ
り

地
方
交
付
税

　

地
方
交
付
税
は

し
た
�

国
庫
支
出
金

　

地
域
活
性
化
交
付
金
�
公
共
投
資

臨
時
交
付
金
が
減
り
�

 地方交付税
31億9,988万円

36.4%

町税 

 19億4,501万円 

22.3% 

国・県支出金 

 
12億2,172万円

 

13.9% 

  諸収入ほか 
7億9,912万円

9.1% 

町債 

 7億3,630万円 
8.4% 

繰越金 
 4億1,714万円  

4.8% 

繰入金 

 
1億7,973万円

 2%
 

使用料及び手数料  
1億4,447万円 

1.6%
 

分担金及び負担金
  1億3,631万円
        1.5%

     

   

 

総務費  

20億8,363万円

25.1% 

民生費  

16億6,121万円

20.0% 

公債費 

 13億5,038万円

16.2% 

教育費 
 11億375万円

13.3% 

土木費 

 6億2,053万円

7.5% 

農林水産業費 
 5億3,029万円

 

6.4% 

衛生費 

 4億952万円
 

4.9% 

消防費 

 2億8,003万円

 

3.4% 

議会費 

 
1億2,040万円

 1.4% 

商工費
 8,651万円  

1% 

災害復旧費 
4,705万円 

0.6% 

諸支出金 

 2,000万円 
0.2% 

労働費 

140万円
0.01% 

     

   

 

歳出
83億

1,475万円

歳入
87億
7,972万円

 

監査委員　角田隆紀

　　　　　茂木恒二
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総
務
費　

庁
舎
建
設
基
金
に
一
億
円
の
積
み

立
て
を
し
ま
し
た
�

　

企
画
費
で
は
�
合
併
市
町
村
振
興
基
金
積

立
金
と
し
て
二
億
円
を
積
み
立
て
ま
し
た
�

民
生
費　

災
害
救
助
費
で
は
�
福
島
県
南
相

馬
市
へ
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
に
町
費
を
足
し

て
�
災
害
見
舞
金
一
千
万
円
を
贈
呈
し
ま
し

た
�

衛
生
費　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

初
年
度
で
�
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

を
対
象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お
こ
な
い
ま
し

た
�

教
育
費　

小
・
中
学
校
保
健
室
及
び
幼
稚
園

職
員
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
�
太
田
中

岩
島
中
�
坂
上
中
の
情
報
機
器
整
備
を
し
ま

し
た
�

歳  

出
�
主
な
も
の
�

 地方交付税
31億9,988万円

36.4%

町税 

 19億4,501万円 

22.3% 

国・県支出金 

 
12億2,172万円

 

13.9% 

  諸収入ほか 
7億9,912万円

9.1% 

町債 

 7億3,630万円 
8.4% 

繰越金 
 4億1,714万円  

4.8% 

繰入金 

 
1億7,973万円

 2%
 

使用料及び手数料  
1億4,447万円 

1.6%
 

分担金及び負担金
  1億3,631万円
        1.5%

     

   

 

総務費  

20億8,363万円

25.1% 

民生費  

16億6,121万円

20.0% 

公債費 

 13億5,038万円

16.2% 

教育費 
 11億375万円

13.3% 

土木費 

 6億2,053万円

7.5% 

農林水産業費 
 5億3,029万円

 

6.4% 

衛生費 

 4億952万円
 

4.9% 

消防費 

 2億8,003万円

 

3.4% 

議会費 

 
1億2,040万円

 1.4% 

商工費
 8,651万円  

1% 

災害復旧費 
4,705万円 

0.6% 

諸支出金 

 2,000万円 
0.2% 

労働費 

140万円
0.01% 

     

   

 

歳出
83億

1,475万円

歳入
87億
7,972万円

 

　

温
泉
経
営
は

議
員　

岩
櫃
城
温
泉
に
つ

い
て
は
食
堂
と
温
泉
経
営

で
約
七
千
万
円
と
い
う
�

マ
イ
ナ
ス
が
出
て
く
る
�

今
後
の
対
応
は
�

町
長　

時
期
は
示
せ
な
い

が
�
今
後
は
温
泉
施
設
以

外
へ
の
転
換
も
考
慮
し
た

上
で
�
近
い
将
来
実
現
し

て
い
き
た
い
�

　

町
民
セ
ン
タ
�
予
算

議
員　

町
民
セ
ン
タ
�
の

補
償
料
が
�
昨
年
一
億
三

千
万
円
余
り
減
額
さ
れ
た
�

本
年
の
予
算
は
�
全
く
違

う
形
の
提
案
に
な
�
て
い

る
�
町
が
一
体
的
な
整
備

計
画
を
し
て
い
れ
ば
�
県

か
ら
の
補
償
料
が
も
ら
え

た
の
で
は
な
い
か
�

保
健
福
祉
課
長　

昨
年
11

月
の
臨
時
会
で
�
24
年
度

に
補
償
が
延
び
�
一
億
三

千
万
円
余
り
を
減
額
補
正

し
た
�
そ
の
時
の
質
疑
に

対
し
て
は
�
24
年
度
の
計

上
は
補
償
内
容
の
変
更
に

よ
り
�
同
額
で
は
な
い
と

回
答
し
た
�

　

ま
た
�
一
体
的
な
計
画

で
検
討
す
れ
ば
と
言
う
こ

と
は
�
否
め
な
い
が
�
そ

の
時
々
で
判
断
を
し
て
き

た
結
果
で
あ
る
�

町
長　

県
の
制
度
に
対
し
�

社
会
福
祉
協
議
会
の
意
向

が
変
わ
�
た
こ
と
な
ど
で
�

町
と
調
整
が
で
き
な
か
�

た
こ
と
が
原
因
だ
と
思
う
�

結
果
的
に
は
�
社
会
福
祉

協
議
会
で
�
デ
イ
サ
�
ビ

ス
を
建
設
し
て
�
町
で
も

支
援
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
�
た
�

岩
島
中
学
校
コ
ン
ピ
�
�
タ
�
室
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一般会計決算を問う

平成23年度  会 計 別 決 算 額

水道事業

　資本的収支の差は損益勘定留保資金（※）で補てん

※　収益的収支のうち、減価償却費等の現金の支出を必要としない

費用のことで、費用化して資本的収支の資金不足に充当することが

できる。

　

交
際
費
支
出
は

議
員　

議
長
交
際
費
で
議

会
の
意
思
決
定
が
な
い
の

に
議
会
名
の
新
聞
広
告
が

出
さ
れ
た
�
こ
れ
は
適
正

な
の
か
�

会
計
管
理
者　

議
会
の
意

思
決
定
に
つ
い
て
は
�
議

会
内
部
の
問
題
と
認
識
し

て
い
る
�
ま
た
議
長
交
際

費
の
内
容
に
つ
い
て
は
�

条
例
・
規
則
に
定
め
ら
れ

て
い
な
い
た
め
�
交
際
費

の
性
格
か
ら
審
査
す
る
こ

と
は
適
当
で
な
い
と
考
え

て
い
る
�

　

財
政
健
全
化
は

議
員　

事
業
・
特
別
会
計

へ
の
補
助
金
や
繰
出
金
は
�

一
般
会
計
か
ら
の
支
出
を

極
力
少
な
く
す
る
こ
と
が
�

毎
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
�

　

例
え
ば
天
狗
の
湯
の
決

算
書
で
は
�
実
質
収
支
は

二
百
万
円
ほ
ど
の
マ
イ
ナ

ス
と
な
�
て
い
る
�
し
か

し
実
際
の
収
支
は
�
一
千

百
万
円
の
赤
字
が
実
態
で

あ
る
�
経
営
改
善
に
向
け

て
の
具
体
策
は
�

町
長　

支
出
の
見
直
し
�

抑
制
等
を
常
に
心
が
け
る

よ
う
指
示
を
し
て
い
る
�

　

一
つ
の
事
業
と
し
て
考

え
た
場
合
�
職
員
一
人
ひ

と
り
が
�
企
業
と
し
て
成

り
立
つ
よ
う
な
施
設
を
常

に
考
え
て
運
営
を
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
�
て
い
る
�

議
員　

高
金
利
町
債
の
縮

減
に
向
け
た
対
応
は
�

　

全
体
の
支
出
が
83
億
円

の
中
で
�
民
生
費
20
％
�

公
債
費
�
町
債
の
返
済
�

 

16
・
２
％
で
あ
る
が
�
住

民
福
祉
の
向
上
と
い
う
こ

と
か
ら
見
る
と
�
公
債
費

の
比
率
が
高
い
�

　

健
全
化
判
断
比
率
の
実

質
公
債
費
比
率
が
15
・
３

％
で
県
下
ワ
�
ス
ト
３
位
�

将
来
負
担
比
率
が
119
・
２

％
で
県
下
ワ
�
ス
ト
１
位

で
あ
る
�
一
般
会
計
で
約

100
億
円
�
特
別
会
計
で
約

50
億
円
の
負
債
が
あ
り
�

返
済
し
て
い
く
わ
け
だ
が
�

利
息
だ
け
で
莫
大
な
額
と

な
る
�

　

高
金
利
の
も
の
は
金
利

変
更
見
直
し
交
渉
は
当
然

だ
と
思
う
�
起
債
償
還
に

対
す
る
考
え
を
聞
き
た
い
�

企
画
課
長　

金
利
の
高
い

町
債
償
還
は
利
息
・
元
金

を
含
め
て
�
多
額
で
あ
る
�

現
在
ま
で
に
繰
上
償
還
で

き
る
も
の
は
全
て
し
て
き

た
�

　

昨
年
も
二
億
円
超
の
繰

上
償
還
を
し
た
�

　

町
債
を
償
還
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
�
増
や
さ

な
い
努
力
も
必
要
で
あ
る
�

事
業
を
す
る
と
き
に
は
�

良
い
補
助
金
は
無
い
の
か
�

次
に
は
有
利
な
町
債
が
使

え
る
か
ど
う
か
検
討
し
な

が
ら
町
債
も
抑
え
る
努
力

を
し
て
い
き
た
い
�

　

電
算
処
理
シ
ス
テ
ム

議
員　

電
算
処
理
シ
ス
テ

ム
関
係
業
務
委
託
の
経
費

は
一
億
円
前
後
に
な
る
と

思
う
�

　

大
き
な
問
題
は
�
一
業

者
に
ほ
ぼ
独
占
的
業
務
委

託
を
し
て
お
り
�
競
争
原

理
が
働
か
な
い
�
広
域
と

収　入 支　出

収  益  的 2 億0,021 万円 1 億9,815 万円

資  本  的 1,127 万円 1 億2,212 万円

会　計　名 歳入総額 歳出総額

一 般 会 計 87億7,972 万円 83 億1,475 万円

国民健康保険
特 別 会 計

事業勘定 20 億7,256 万円 19 億3,512 万円

施設勘定 8,754 万円 8,317 万円

後期高齢者医療特別会 計 1 億7,373 万円 1 億7,107 万円

特別養護老人ホームいわびつ荘運営事業 2 億6,145 万円 2 億4,570 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 12 億3,442 万円 12 億2,079 万円

地 域 開 発 特 別 会 計 7,394 万円 7,354 万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 6 億2,882 万円 6 億2,201 万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 6,438 万円 5,859 万円

い
う
か
た
ち
で
�
検
討
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
�

進
捗
状
況
は
�

企
画
課
長　

吾
妻
広
域
で

は
�
海
の
家
の
閉
鎖
と
�

電
算
経
費
の
抑
制
�
削
減

の
検
討
を
始
め
�
こ
れ
は
�

郡
内
の
首
長
の
共
通
し
た

意
見
で
も
あ
る
�

　

広
域
と
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
�

23
年
度
決
算
書

電
算
処
理
経
費
の

　
　
　

削
減
は
図
れ
る
か
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　事業勘定は、平成 23 年度の決算は歳入総額20

億 7,256 万円、歳出総額19億3,512万円、実質

収支額は 1 億 3,744 万円となり、基金残高は 1,0

71 万円になりました。

　療養給付費は昨年に比べ約１億円増加し、きわ

めて運営が厳しくなっています。

　国保税の収納率は 86％、滞納額過年度分あわ

せて６千万円余りあります。これをどうするか課

題ですが、税務課と連携して努力するよう、町民課

に要望しました。

　施設勘定（国保診療所）では歳入総額 8,754 万

円、歳出総額 8,317 万円、実質収支額 437 万円

です。

　診療収入は５００万円あまり増となりました。

医療福祉の連携の充実のためにも診療所の位置づ

けは重要で地域に密着した医療活動をしています。

　被保険者は（平成 24 年３月）3,013人で昨年

より51名減です。収納率は 99.69％です。今後も

健全経営に努力されるよう要望しました。

　歳入総額12億3,442万円、歳出総額 12 億 2,

080 万円実質収支額 1,363 万円です。

　介護保険給付費準備基金を 4,495 万円取り崩し、

年度末残高は 6,709 万円となりました。当町の今

年度の基準額は 34,400 円で、この基準額から所

得に応じた負担になります。

　収納率は99.４％です。町の高齢化率は 31. ４

％ですが、様々な介護予防サービスを受けること

により、自宅や住み慣れたところでの生活がなされ

ています。

　　　　　　

　歳入総額 2 億 6,146 万円、歳出総額 2 億 4,570

万円実質収支額 1,576 万円で、一般会計からの繰

入金は 4,732 万円でした。

　平成 2 ６年に指定管理制度の導入を目指し、利

用者や職員への対応、スケジュール等の説明があ

りました。委員会からは円滑な移行を要望しまし

た。

歳入総額は 7,394 万円で、そのうち一般会計か

らの繰入は 3,856 万円になります。歳出総額は4

0万円で、基金残高は7,559万円となりました。

　宅地造成事業は岡崎・岩久保団地７区画が今年

度も未販売となりましたが、価格引き下げを行い

販売努力を行っているとの報告がありました。

　　　

　歳出のほとんどは施設の維持管理に係わる経費

であり、一般会計から 884 万円、基金から 250

万円で 1,130 万円が繰り入れされています。

　歳入では、水道使用料の引き続いた未収金回収

対策に努め、一般会計からの繰入金を減らす努力

をする、運営方法の改善を検討する事を申し添え

ました。

　各事業とも、加入者が負担すべき使用料等によ

り事業運営されることから、接続率の向上を図り、

新規加入に努めるとともに、公平性の見地からも

引き続いて未納者対策に努め、成果のあがる対策

を検討し実行していく必要があります。

　営業収益は給水人口の減少に伴い、減収減益の

状況であり、使用料の未収金は前年度より増加し、

調定額が前年度より微増の中では未収金の率は前

年度を上回っています。引き続いた未収金の回収

対策に努め、財源確保を図る必要があります。

　石綿セメント管の更

新は多額の経費を要し

ますが、安定的な水の

供給や利用者の健康被

害を防ぐ観点からも急

ぐ必要があります。

　      

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

特別養護老人ホームいわびつ荘運営事業

地域開発事業

水道事業会計

下水道事業

●平成２３年度特別会計・事業会計決算●

簡易水道事業
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平成21年度 平成22年度 平成23年度

実質公債費比率
17.8
(25.0)

16.6
(25.0)

15.3
(25.0)

将来負担比率
155.5
(350.0)

120.6
(350.0)

119.2
(350.0)

( 単位：％ )

（　）内は早期健全化比率

　３法人の平成２３年度の経営状況報告がありました。

駅北土地区画整理組合
　事業開始後 16 年が経過しました。23 年度は、事業区

画の規模縮小の認可を受け進めてきました。収入の主な

ものは、保留地処分金で１億 1,668 万円、歳出は、補償

費 1,172 万円、調査設計費 2,552 万円などで、次年度繰

越金は 5,485 万円となりました。

　事業内容として、工事では稲荷城金井線街路築造が主な

もので、事業費は 3,364 万円です。

　組合では一部の清算事務を除き、平成 25 年度末の完成

を目指していることが報告されました。

土地開発公社
　平成 22 年度からは、中学生以下の子供がいる購入者に

対して、割引制度の導入や、土地建物取引業協会との分

譲に係る顧客紹介の協定締結など、残地３区画の販売促

進に努めましたが、23 年度についても販売実績はありま

せんでした。今決算の支出の大部分は、法人県民税、町

民税の支払であるとの報告がありました。

岩櫃ふれあい公社（コニファーいわびつ）
　ホテル経営に移行し、10 期目となりました。集客実績

は、東日本大震災による被災者の受け入れを行ったため、

一般は 5,181 人でした。

　事業収支関係において、売上高は 1 億 5,526 万円でした。

23年度の純利益は 58 万円、当期末の未処理損失は、6,3

70 万円となりました。前期に比べ黒字幅が減少となりま

したが、昨年３月 17 日から、被災者を受け入れ、７ヶ月

間運営してきたこと。また10月から一般客受入のための

修繕費用の増大、風評被害によるキャンセルにより減収

となりました。未処理損失を考えると、まだまだ厳しい

経営環境にあり、社の計画達成と経常利益を確保するた

めの経営努力を続けているとの報告がありました。

町長より報告
◆
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
設

置
に
関
す
る
条
例

�
平
成
24
年
９
月
25
日
施
行
�

◆
字
区
域
の
変
更

�
町
営
三
島
西
部
第
二

　
　
　
　
　

土
地
改
良
事
業
�

◆
字
区
域
の
廃
止

�
駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
�

　

第
４
分
団
第
１
部
�
大
戸
�

に
�
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
�
Ｃ

Ｄ
�
Ⅰ
型
�
を
配
備
し
ま
す
�

契
約
金
額
�

　

二
�一
九
四
万
五
�〇
〇
〇
円

契
約
の
相
手
方
�

　

前
橋
市
力
丸
町
487
番
地
５

　

株
式
会
社
佐
藤
工
業
所

　
　

代
表
取
締
役　

伊
藤
英
明

そ
の
他
の
議
案

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　
　
　
　
　

の
購
入
契
約

平成24年度 補正予算 
会　計　名 補　正　額 予　算　総　額

一 般 会 計 １億 5,970 万円 81 億 0,257 万円

国民健康保険特別会計
（事業勘定） 9,743 万円 20 億 3,936 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 456 万円 12 億 9,573 万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 3,297 万円 6 億 1,906 万円

　　一般会計（主なもの）

◎社会福祉協議会事務所建設

（設計監理・工事請負費）

　　　　　　　　・・・１,０７６万円

◎太陽光発電システム設置

　補助金追加　　　  ・・・２００万円

◎鳥獣被害対策実施隊報酬

　　（120名分）　　　　　・・・６万円

健全化判断比率の
　　　報告がありました

実質公債費比率とは…借入金（地方債）の返済及びこ

れに準じる額の大きさを指標化し、 資金繰りの程度を示

す指標

将来負担比率とは…地方公共団体の一般会計等の借入

金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の

現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の

度合いを示す指標
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中
学
校
統
合
は
必
要

　
　
　

 

で
も
、
進
め
方
が
納
得
で
き
な
い

採択となりました
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た

反対討論茂木恒二議員

　統合そのものの反対・賛成と、進め方の

議論は別次元の話だ。

　再検討とは、結果が26年４月となる可能

性もある。少子化の中、全国的に統合議論

はあるが、住民合意は大原則で、説明会が

ないまま一方的に町が独断で進めての住民

合意形成することはできない。

　納得のないまま進めると、賛成派と反対

派が明確となり、地域に亀裂ができ、後ま

で問題が残ることになる。

　統合賛成だから、進め方は何でも良い、

民主主義ルールは破っても良いと議会が認

めれば、議会不要論につながる。そのこと

からも、採択すべき。

　陳情の趣旨の「地域住民とのさらなる対

話を促進」と「議会の場で公平な審議をあ

おぐ」は当然賛成である。

「統合時期の再検討」は、町全体を視野に

入れることが必要。教育環境を今以上に整

え、少子化が進むことで起こる様々な弊害、

特に部活の選択肢が狭められている現状を

捉えれば、一日も早く統合すべきと考える。

　準備を着実に進めることと、並行して住

民説明会を開催し理解と協力を得ることは、

決して遅くないと確信している。統合時期

を見直すことは、統合時期を遅延すること

につながると考えるので、賛成できない。

◆中学校統合の再検討に関する陳情

　東吾妻町立東中学校

　　ＰＴＡ会長　劒持康次　外２名

◆温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実

する仕組み」の構築を求める意見書の採択につ

いて（依頼）

　全国森林環境税創設促進議員連盟

　　会長　板垣一徳（新潟県村上市議会議長）

◆
�
緊
急
事
態
基
本
法
�
の
早
期

制
定
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情　
　
　

新
井
英
志

◆
地
方
整
備
局
の
事
務
所
・
出
張

所
の
存
続
を
求
め
る
陳
情

国
土
交
通
労
働
組
合
関
東
建
設

支
部
群
馬
県
協
議
会

　

 
 
 
 

　
　

議
長　

黒
澤
教
吉

◆
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
反
対
し
�
現
行
保
育

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

提
出
を
求
め
る
請
願
書

　意見書の提出

　　東吾妻町議会は上記の意見書を政府関係大

　臣、国会に提出しました。

　提出先　

　　内閣総理大臣　財務大臣　国家戦略担当大臣

　　農林水産大臣　環境大臣　経済産業大臣　

　　衆議院議長　参議院議長

み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願
・
陳
情

 須崎幸一議員賛成討論

中学校統合の再検討に関する陳情
　５中学校を１校に統合し、平成２６年４月開校をするという町の方針が出されたが、十分

な説明がないまま統合の準備が進められることを大変憂慮すべき問題として、東地区幼・小・

中ＰＴＡ会長から「統合時期の再検討」「地域住民とのさらなる対話を促進」と「町議会の

場で公平な審議をあおぐ」ことについて陳情が出され、審議しました。
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一　

般　

質　

問

町政を問う
一般質問

 

総
合
的
に
考
え
旧
岩
一
小
跡
地
を
候
補

答

Ａ Ｑ

一場明夫議員

給
食
セ
ン
タ
ー
予
定
地
の
再
検
討
は

 

地
域
活
性
化
と
利
便
性
の
向
上

答 地
域
お
こ
し
に
つ
い
て

Ｑ

ＡＱ

Ｑ ＡＡ

ＱＡ

Ｑ

Ａ

佐藤聡一議員

※
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
は
� 

定
期
路
線
バ
ス
と
は
違
い
�
利
用

者
の
要
求
に
対
応
し
て
運
行
す
る
形
態
の
バ
ス
�
迂
回
型
・

エ
リ
ア
型
が
あ
る
�

※
プ
ロ
ポ
�
ザ
ル
と
は
�
建
築
物
な
ど
の
設
計
者
を
選
定
す

る
際
に
�
企
画
を
提
案
し
て
も
ら
い
�
優
れ
た
提
案
を
行
�

た
も
の
を
選
定
す
る
こ
と
�

　
　

候
補
地
は
�
設
置
管

理
条
例
が
改
正
さ
れ
て
い

な
い
の
で
正
式
決
定
で
は

な
い
の
で
は
な
い
か
�

　

ま
た
共
同
調
理
場
管
理

運
営
規
則
で
は
�
運
営
委

員
会
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
が
�

　
　

準
備
終
了
後
�
条
例

改
正
を
し
て
い
く
�
運
営

委
員
会
は
メ
ン
バ
�
の
合

意
は
得
ら
れ
て
い
る
の
で

開
い
て
い
な
い
�

　
　

給
食
セ
ン
タ
�
が
原

町
小
・
中
学
校
に
隣
接
し

て
い
れ
ば
�
い
ろ
い
ろ
な

メ
リ
�
ト
が
あ
る
と
思
う

が
�
外
し
た
理
由
は
�

　
　

通
学
に
お
け
る
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
に

は
�
ス
ク
�
ル
バ
ス
の
回

転
場
・
駐
車
場
所
が
必
要

に
な
る
�
ま
た
未
利
用
町

有
地
の
有
効
活
用
と
い
う

観
点
か
ら
�
旧
岩
一
小
跡

地
が
最
適
と
思
う
�

　
　

プ
ロ
ポ
�
ザ
ル
※
で

一
億
八
千
万
円
も
高
い
案

に
決
定
し
た
の
は
な
ぜ
か
�

　
　

プ
ロ
ポ
�
ザ
ル
は
業

者
選
定
を
目
的
と
す
る
も

の
で
�
内
容
に
つ
い
て
は

こ
れ
か
ら
協
議
を
し
て
い

く
�

学
校
給
食
に
つ
い
て
�

何
が
ベ
ス
ト
か
が
大
事
で
�

今
の
案
を
凍
結
し
て
再
検

討
は
で
き
な
い
か
�

今
の
案
が
最
適
と
思

�
て
い
る
�
方
針
ど
お
り

に
進
め
た
い
の
で
ご
理
解

願
い
た
い
�

�
暴
力
や
い
じ
め
に
対

す
る
町
長
の
決
意
は
�

明
る
い
町
づ
く
り
の

具
体
策
は
�

　
　

教
育
委
員
会
�
関
係

者
と
協
議
を
し
て
�
暴
力

追
放
宣
言
等
�
対
策
を
し

て
い
く
�

　

ま
た
�
教
育
指
導
員
の

増
員
・
不
登
校
・
別
室
登

校
・
特
別
支
援
教
育
・
家

庭
環
境
等
�
複
合
的
に
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
�

　
　

地
域
公
共
交
通
網
の

再
構
築
に
つ
い
て
は
�
平

成
20
年
度
よ
り
国
交
省
の

補
助
金
を
受
け
て
�
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

を
開
催
し
た
�

　

初
年
度
は
�
坂
上
地
区

朝
夕
は
路
線
バ
ス
�
日
中

は
デ
マ
ン
ド
バ
ス
※
で
試

験
運
行
�
他
地
区
は
現
行

ど
お
り
と
い
う
結
論
を
得

た
が
�
２
年
目
の
21
年
度

に
は
�
突
然
既
存
路
線
バ

ス
の
見
直
し
に
変
わ
り
�

デ
マ
ン
ド
バ
ス
か
ら
定
期

路
線
バ
ス
に
変
わ
�
た
事

の
理
由
を
聞
き
た
い
�

　
　

協
議
会
を
立
ち
上
げ
�

路
線
バ
ス
の
運
行
の
う
ち
�

坂
上
地
区
の
見
直
し
に
つ

い
て
協
議
が
重
ね
ら
れ
�

日
中
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運

行
の
方
向
性
も
出
た
が
�

予
約
が
必
要
だ
�
た
り
�

あ
ま
り
複
雑
だ
と
利
用
者

の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
に
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ＱＡ

 

実
施
自
治
体
を
参
考
に
検
討

答 「
群
馬
は
ば
た
け
手
帳
」
の
導
入
を

Ｑ

ＡＱ

Ａ

青柳はるみ議員

一　

般　

質　

問

足跡に誘われ
ドッグラン

よ
る
利
便
性
の
低
下
や
�

バ
ス
離
れ
も
危
惧
さ
れ
�

公
共
交
通
と
い
う
趣
旨
か

ら
も
�
住
民
の
不
安
や
混

乱
が
あ
�
て
は
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
�
平
成
21
年

度
の
協
議
会
と
し
て
は
現

行
の
バ
ス
路
線
の
運
行
形

態
で
あ
る
�
定
時
�
定
路

線
の
運
行
を
見
直
し
て
い

く
と
い
う
結
論
に
な
�
た

と
認
識
し
て
い
る
�

�
地
域
お
こ
し

　
　

協
力
隊
の
利
用
は
�

　
　

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力

隊
ま
た
は
�
地
域
お
こ
し

協
力
隊
等
�
町
長
は
25
年

度
に
予
算
化
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
�
こ
れ
に
つ
い

て
聞
き
た
い
�

　
　

現
在
地
域
活
性
化
と

し
て
�
緑
の
ふ
る
さ
と
協

力
隊
の
受
け
入
れ
を
検
討

し
て
い
る
�
農
山
村
に
興

味
を
持
つ
若
者
達
を
�
地

球
緑
化
セ
ン
タ
�
が
一
年

間
派
遣
し
て
く
れ
る
事
業

で
あ
る
�

　

一
方
�
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
�
人
口
減
少
や
高

齢
化
等
の
進
行
が
著
し
い

地
方
自
治
体
が
�
地
域
外

の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致

し
�
定
住
・
定
着
の
促
進
�

地
域
の
維
持
強
化
を
は
か

�
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

　
　

群
馬
は
ば
た
け
手
帳

の
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
�
元

気
な
高
齢
者
が
介
護
ボ
ラ

ン
テ
�
ア
を
行
い
�
ポ
イ

ン
ト
が
溜
ま
る
と
温
泉
施

設
の
入
場
券
�
町
内
商
店

街
の
商
品
券
な
ど
を
配
布

す
る
事
業
で
す
�
県
内
で

も
多
く
の
市
町
村
が
実
施

し
て
お
り
�
高
齢
者
の
社

会
参
加
の
き
�
か
に
な
る
�

人
と
会
い
�
交
流
し
�
人

の
た
め
に
汗
を
流
す
こ
と

で
自
分
の
介
護
予
防
に
も

な
る
有
効
な
施
策
と
思
う

が
�

　
　

地
域
の
介
護
保
険
施

設
の
受
け
入
れ
体
制
や
�

高
齢
者
の
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
�
実
施
し
て
い

る
自
治
体
を
参
考
に
し
な

が
ら
�
検
討
し
て
い
く
�

�
元
気
な
高
齢
者
の

　
　
　
　
　

支
援
政
策
�

　
　

85
歳
以
上
で
も
気
丈

に
暮
ら
し
�
介
護
保
険
未

利
用
者
に
対
し
�
町
か
ら

元
気
を
表
す
る
も
の
が
必

要
と
思
う
が
�

　
　

介
護
保
険
未
利
用
者

の
元
気
な
高
齢
者
の
補
助

事
業
は
敬
老
会
事
業
�
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
�
生

き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
�

ビ
ス
事
業
等
を
行
な
�
て

い
る
�
他
市
町
村
の
事
例

等
を
参
考
に
し
な
が
ら
�

更
な
る
生
き
が
い
作
り
を

推
進
し
て
い
く
�

　

在
宅
で
介
護
を
し
て
い

る
人
に
対
し
�
支
援
を
拡

充
し
て
い
き
た
い
�

す
る
事
業
で
あ
る
�

　

自
治
体
が
都
市
住
民
を

募
集
し
�
委
嘱
し
�
期
間

は
一
年
以
上
三
年
以
下
と

な
�
て
い
る
�
そ
の
間
�

地
域
で
生
活
し
�
地
域
協

力
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
�

　

町
で
は
�
緑
の
ふ
る
さ

と
協
力
隊
と
�
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
う
ま
く
連
携

で
き
な
い
か
を
検
討
し
て

い
る
�

原町駅と天狗の湯を結ぶ循環型バス原町駅と天狗の湯を結ぶ循環型バス

いつまでも健康で生きがいをもって暮らせるように
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岩
島
・
坂
上
地
区
も
検
討
し
た
い

答 子
育
て
支
援
事
業
の
学
童
保
育
所
拡
充
は

一　

般　

質　

問
須崎幸一議員

ＱＡＱＡ

Ｑ

Ｑ ＡＡ

ＱＡ

 

管
理
に
つ
い
て
は
所
有
者
の
責
任

答 文
化
財
の
保
護
及
び
盗
難
対
策

根津光儀議員

Ｑ

Ａ

町政を問う

　
　

中
学
生
給
食
費
無
料

化
の
今
後
の
予
定
は
�

　
　

実
施
方
法
や
�
財
政

状
況
を
含
め
た
情
勢
を
考

慮
し
検
討
し
た
い
�

　
　

学
童
保
育
事
業
の
現

状
と
将
来
に
つ
い
て
�

　
　

学
童
保
育
所
は
小
学

校
区
ご
と
の
開
設
を
め
ざ

し
て
い
る
�
現
在
は
３
地

区
に
あ
り
�
今
年
５
月
開

設
し
た
原
町
子
ど
も
ク
ラ

ブ
は
�
原
町
小
学
校
区
を

対
象
と
し
て
い
る
�
民
間

が
既
存
の
建
物
を
改
修
し

た
場
合
�
県
で
は
七
百
万

円
を
上
限
に
整
備
事
業
の

補
助
金
が
あ
り
�
運
営
経

費
に
も
補
助
制
度
が
あ
る
�

　

今
後
は
�
岩
島
と
坂
上

地
区
も
検
討
し
た
い
�

　
　

中
学
校
統
合
事
業
は
�

町
民
に
対
す
る
理
解
と
協

力
を
得
る
た
め
に
説
明
会

等
を
行
う
考
え
は
�

　
　

各
地
区
ご
と
に
懇
談

会
の
開
催
を
考
え
て
い
る
�

特
に
東
地
区
は
粘
り
強
く

説
明
を
行
い
�
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
�

�
国
保
運
営
に
つ
い
て
�

　
　

保
険
給
付
費
の
増
加

に
伴
う
国
保
税
の
見
直
し

と
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
に
つ
い
て
の
基
本
的
考

え
は
�

　
　

医
療
の
高
度
化
や
被

保
険
者
の
高
齢
化
に
よ
�

て
�
医
療
費
が
増
加
し
て

お
り
�
保
険
給
付
費
に
見

合
う
財
源
確
保
を
す
る
た

め
に
�
国
保
税
の
引
き
上

げ
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
で
あ
る
�
保
険

給
付
費
の
増
加
分
を
す
べ

て
高
齢
者
や
低
所
得
者
の

割
合
が
高
い
被
保
険
者
に

�
国
保
税
�
と
し
て
賦
課

す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況

で
あ
る
�
町
民
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
�

国
保
の
制
度
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
�
一
般
財
源

の
投
入
も
や
む
を
得
な
い

と
判
断
し
て
い
る
�

　
　

国
保
診
療
所
の
運
営

状
況
と
課
題
に
つ
い
て
�

　
　

東
地
区
に
開
所
以
来
�

60
年
が
経
過
し
て
い
る
�

現
在
�
１
日
30
人
の
患
者

が
あ
る
�

　

地
域
に
密
着
し
た
取
組

み
と
し
て
①
東
・
太
田
地

区
の
学
校
医
②
東
地
区
の

高
齢
者
健
康
教
室
③
休
日

当
番
医
の
実
施
④
役
場
の

産
業
医
等
を
行
い
受
託
料

も
増
加
し
�
財
政
的
に
安

定
し
て
い
る
�

　

今
後
も
�
地
域
医
療
を

守
り
�
医
師
不
足
打
開
に

努
め
�
医
療
政
策
の
見
直

し
を
図
り
�  

�
国
保
診
療

所
�
を
継
続
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
�

　
　

群
馬
県
指
定
文
化
財

と
な
�
て
い
る
行
沢
の
馬

頭
観
音
が
保
管
さ
れ
て
い

る
お
堂
が
盗
難
被
害
に
遭

�
た
�
幸
い
指
定
を
受
け

て
い
る
馬
頭
観
音
立
像
は

無
事
だ
�
た
が
�
無
指
定

の
脇
本
尊
が
盗
ま
れ
た
�

他
に
も
地
域
の
人
達
が
大

切
に
守
�
て
き
た
お
堂
の

仏
像
が
盗
難
に
遭
�
て
い

る
�
文
化
財
指
定
を
受
け

て
い
る
も
の
は
調
査
さ
れ

て
捜
査
の
手
が
か
り
に
な

る
写
真
な
ど
も
あ
る
か
ら

良
い
と
し
て
�
無
指
定
の

も
の
に
つ
い
て
地
域
の
方

々
の
協
力
を
得
て
�
写
真

を
撮
影
し
て
も
ら
い
�
そ

の
デ
�
タ
�
を
町
で
保
管

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が

ど
う
考
え
て
い
る
か
�

　
　

地
域
の
方
々
に
と
�

て
貴
重
な
も
の
で
は
あ
る

が
�
そ
の
管
理
は
個
々
の

所
有
者
に
責
任
が
あ
る
�

　

盗
難
対
策
と
し
て
啓
発

や
指
導
は
行
�
て
行
き
た

い
と
思
�
て
い
る
が
�
写

真
デ
�
タ
�
の
一
括
管
理

な
ど
を
す
る
こ
と
は
�
考

え
て
い
な
い
�
地
域
の
方
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Ａ

Ｑ
 

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

答 総
合
計
画
の
基
本
計
画
に
つ
い
て

金澤　敏議員

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

Ａ Ｑ

々
に
お
ま
か
せ
す
る
�

� 

緑
の
ふ
る
さ
と

　

協
力
隊
事
業
の
受
入
�

　
　

高
山
村
で
は
22
年
度

か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
�
緑

の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
�
で

あ
る
が
�
隊
員
の
質
も
高

く
活
動
分
野
も
農
業
�
商

工
観
光
�
地
域
の
行
事
や

老
人
ク
ラ
ブ
の
手
伝
い
や

お
年
寄
り
へ
の
声
か
け
�

学
校
行
事
な
ど
で
活
躍
し

て
い
る
�
そ
の
効
果
は
高

く
�
村
の
人
達
か
ら
も
た

よ
り
に
さ
れ
定
着
し
て
い

る
�
６
月
定
例
会
に
お
い

て
�
町
で
も
導
入
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
�
た
が
そ
の
後

の
調
査
研
究
は
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
か
�

　
　

質
問
を
受
け
調
査
�

検
討
を
行
�
た
�
高
山
村

の
例
で
は
１
期
生
が
そ
の

ま
ま
村
に
残
り
２
期
生
以

降
の
活
動
助
言
を
行
う
な

ど
良
い
形
で
定
着
し
て
い

る
�
農
山
村
に
都
会
の
若

い
息
吹
を
吹
き
込
む
こ
と

は
地
域
の
活
力
に
な
る
�

我
が
町
に
と
�
て
も
隊
員

に
と
�
て
も
有
意
義
な
事

業
に
な
る
よ
う
受
け
入
れ

を
前
提
に
�
各
課
横
断
的

に
検
討
し
て
行
く
�

　
　

住
民
と
行
政
の
協
働

の
推
進
の
中
で
�
仮
称
�

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く

と
あ
る
が
�
ど
う
し
た
い

の
か
�

　
　

後
期
総
合
計
画
の
中

で
�
パ
ブ
リ
�
ク
コ
メ
ン

ト
※
等
の
試
行
を
行
い
行

財
政
審
議
会
�
行
財
政
白

書
に
つ
い
て
内
部
で
実
施

し
て
い
る
事
業
評
価
を
外

部
で
の
評
価
と
す
る
条
例

に
規
定
す
る
の
か
を
検
討

し
て
い
き
た
い
�

　
　

多
く
の
自
治
体
の
町

づ
く
り
条
例
は
規
制
が
目

的
の
ハ
�
ド
面
で
の
条
例

が
多
い
�
ソ
フ
ト
面
を
重

点
に
施
行
し
て
い
る
町
は
�

情
報
提
供
を
し
て
�
住
民

が
参
加
し
て
い
る
�
情
報

の
提
供
が
必
要
と
思
う
が
�

　
　

全
国
各
地
で
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
も
含
め
て
�

検
討
し
�
推
進
し
て
い
き

た
い
�

�
産
業
の
振
興
は
�

　
　

近
年
遊
休
農
地
や
耕

作
放
棄
地
の
拡
大
や
空
き

家
の
増
加
が
見
受
け
ら
れ

る
�
農
地
・
空
き
家
対
策

は
地
域
の
活
性
化
に
も
寄

与
す
る
と
考
え
る
�
当
町

も
ど
う
し
て
い
く
の
か
�

我
が
町
は
南
相
馬
市
の
被

災
者
を
受
け
入
れ
た
自
治

体
と
し
て
今
後
�
遊
休
農

地
や
空
き
家
の
情
報
を
提

供
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
�

　
　

平
成
22
年
度
に
空
き

家
の
調
査
を
し
た
�
物
件

の
希
望
が
あ
れ
ば
南
相
馬

市
を
含
め
て
関
係
機
関
と

連
携
し
町
の
ホ
�
ム
ペ
�

ジ
等
で
情
報
提
供
を
し
て

い
き
た
い
�

　
　

退
職
を
迎
え
て
ふ
る

里
の
町
へ
Ｕ
・
Ｉ
タ
�
ン

の
希
望
者
も
年
々
増
加
し

て
い
る
�
帰
�
て
来
た
い

が
�
住
む
家
が
無
い
と
い

う
声
を
聞
く
が
�
こ
の
事

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
�

　
　

こ
の
件
に
つ
い
て
は

積
極
的
に
取
り
組
ま
せ
た

い
�
東
京
地
区
の
当
町
出

身
者
に
対
し
�
県
人
会
の

資
料
等
を
提
供
し
て
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い

き
た
い
�

※パブリックコメントとは

…規則などを制定しよ

うとするときに、 広く公

に意見・情報・改善案な

どを求めること。

NPO

文
化
財
の
管
理
体
制
は

産業振興をどう考えていくのか産業振興をどう考えていくのか
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積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

答 自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡＱＡ

Ｑ

Ａ

山田信行議員

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

町政を問う

嬬恋村で中学校
　　　　　　統合の話を聞きました

　
　

当
町
に
は
豊
富
な
水

や
太
陽
光
な
ど
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
�
が
あ
る
�
こ
れ

ら
の
積
極
的
な
活
用
を
は

か
る
べ
き
と
思
う
が
�

　
　

24
年
７
月
か
ら
�
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
�
の
固

定
買
取
制
度
が
始
ま
�
た
�

公
共
施
設
や
未
利
用
の
町

有
地
に
�
メ
ガ
ソ
�
ラ
�

発
電
・
小
水
力
発
電
の
適

地
が
あ
る
か
�
調
査
を
進

め
た
い
�

　

21
年
10
月
よ
り
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
補
助
事
業
を
展
開
し
て

い
る
�

　

今
後
も
内
容
の
補
充
な

ど
引
き
続
き
推
進
し
て
い

き
た
い
�

　

昨
年
�
箱
島
地
区
鳴
沢

川
の
小
水
力
発
電
の
可
能

性
調
査
を
行
い
�
可
能
と

の
結
果
が
出
て
お
り
�
地

元
と
協
議
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
�

　
　

政
府
主
催
の
自
然
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
�
の
説

明
会
が
開
か
れ
て
い
る
が
�

町
の
対
応
は
�

　
　

説
明
会
に
は
�
参
加

し
て
い
な
い
が
情
報
を
収

集
し
参
考
に
し
て
い
き
た

い
�

�
公
会
計
制
度

　
　
　

改
革
に
つ
い
て
�

　
　

国
や
地
方
自
治
体
は
�

現
金
主
義
・
単
式
簿
記
に

基
づ
く
会
計
を
行
�
て
い

る
が
�
企
業
会
計
の
発
生

主
義
・
複
式
簿
記
に
よ
る

新
公
会
計
制
度
の
導
入
を

は
か
る
べ
き
と
思
う
が
�

　
　

現
在
は
�
会
計
年
度

独
立
の
原
則
を
と
�
て
お

り
�
収
入
支
出
を
把
握
し

や
す
く
な
�
て
い
る
�

　

し
か
し
�
将
来
�
支
出

が
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る

か
不
透
明
で
あ
り
�
資
産
・

負
債
な
ど
の
ス
ト
�
ク
情

報
や
行
政
コ
ス
ト
を
把
握

し
に
く
い
課
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
�

　

既
に
新
公
会
計
制
度
を

導
入
し
た
県
の
モ
デ
ル
を

参
考
と
し
て
�
制
度
確
立

に
向
け
進
め
た
い
�

　
　

18
年
に
総
務
省
方
式

会
計
モ
デ
ル
の
作
成
基
準

も
定
め
ら
れ
�
21
年
ま
で

に
財
務
諸
表
を
公
表
を
す

べ
き
と
の
こ
と
�
公
会
計

制
度
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
シ

�
ト
を
町
民
に
知
ら
せ
�

財
政
状
況
に
つ
い
て
理
解

を
得
る
べ
き
で
は
な
い
か
�

　
　

20
年
か
ら
22
年
度
決

算
に
基
づ
き
作
成
し
た
財

務
諸
表
�
貸
借
対
照
表
・

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
・
純

資
産
変
動
計
算
書
・
資
金

収
支
計
算
書
�
を
ホ
�
ム

ペ
�
ジ
で
公
表
し
て
い
る
�

連
結
決
算
と
の
調
整
も
あ

り
�
公
表
が
翌
年
度
末
に

な
�
て
い
る
�

　

今
後
は
決
算
期
に
合
わ

せ
て
公
表
で
き
る
よ
う
早

期
に
対
応
し
て
い
き
た
い
�

７
月
27
日

　

給
食
セ
ン
タ
�
の
建
設

に
つ
い
て
�
６
月
定
例
会

で
矢
倉
の
小
学
校
跡
地
が

適
地
で
あ
る
と
の
報
告
を

受
け
た
�
現
地
調
査
な
ら

び
他
の
候
補
地
を
視
察
し

ま
し
た
�

　

町
側
の
説
明
で
は
上
野

の
町
有
地
�
ま
た
仮
称
吾

妻
大
橋
下
の
２
箇
所
と
も

不
向
き
�
原
町
小
校
内
で

は
工
場
扱
い
と
な
る
�
ま

た
校
庭
を
な
る
べ
く
広
く

取
る
た
め
な
ど
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
�　

　

引
き
続
き
調
査
研
究
を

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
�

８
月
29
日

　

嬬
恋
村
へ
統
合
に
つ
い

て
の
視
察
に
行
き
ま
し
た
�

　

２
中
学
校
を
１
校
に
し
�

本
年
４
月
に
開
校
し
ま
し

た
�
開
校
ま
で
の
道
の
り

と
問
題
点
�
開
校
し
て
か

ら
の
様
子
を
聞
き
ま
し
た
�

　

開
校
２
年
前
に
�
村
長
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議
会
広
報
対
策
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員
会

委員会報告

第
76
回
町
村
議
会

　

全
国
研
修
会
に
参
加

　

７
月
30
日
・
31
日
と
広

報
対
策
特
別
委
員
が
参
加

し
ま
し
た
�

　

第
１
日
目
は
�
東
京
砂

防
会
館
別
館
会
議
室
に
て
�

３
人
の
講
師
に
よ
る
全
体

研
修
を
行
い
ま
し
た
�
田

村
仁
氏
に
よ
る�
伝
わ
る
！

わ
か
り
や
す
い
文
章
を
書

く
�
�
次
に
�
広
報
誌
に

お
け
る
レ
イ
ア
ウ
ト
表
現

の
基
本
�
に
つ
い
て
長
岡

光
弘
氏
よ
り
��
写
真
の
撮

り
方
�
と
題
し
て
池
田
陽

子
氏
に
よ
る
研
修
で
し
た
�

　

２
日
目
は
�  

�
議
会
広

報
ク
リ
ニ
�
ク
�
で
�
４

分
科
会
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
ま
し
た
�

　

他
町
村
の
広
報
誌
を
ク

リ
ニ
�
ク
す
る
中
で
�
広

報
誌
の
比
較
や
編
集
作
業

の
や
り
方
の
再
確
認
が
で

き
た
研
修
会
で
し
た
�

が
村
内
各
地
に
く
ま
な
く

で
か
け
�
教
育
施
設
再
編

に
つ
い
て
理
解
を
求
め
た

と
い
う
こ
と
で
す
�

　

教
育
委
員
会
と
企
画
課

で
�
住
民
説
明
会
を
各
地

で
開
催
し
�
幼
�
小
�
中

の
教
育
施
設
再
編
の
基
本

方
針
を
示
し
た
�
そ
の
中

に
は
�
児
童
生
徒
の
年
次

変
動
�
学
校
経
営
の
中
で

教
員
数
を
確
保
で
き
�
効

果
的
�
弾
力
的
な
学
校
経

営
が
で
き
る
こ
と
�
ス
ク

�
ル
バ
ス
を
基
本
と
し
�

そ
の
他
も
配
慮
す
る
こ
と

等
説
明
し
�
住
民
と
の
意

見
交
換
を
１
箇
所
に
つ
き

数
回
お
こ
な
�
た
と
い
う

こ
と
で
す
�

　

本
町
は
町
村
合
併
が
あ

�
た
り
�
地
形
的
に
も
条

件
は
違
い
ま
す
が
�
勉
強

に
な
り
ま
し
た
�

　

こ
の
視
察
の
後
�
給
食

セ
ン
タ
�
の
プ
ロ
ポ
�
ザ

ル
結
果
に
つ
い
て
質
疑
し
�

中
学
統
合
準
備
分
科
会
の

進
捗
状
況
の
報
告
を
う
け
�

協
議
し
ま
し
た
�

９
月
10
日

　

保
健
福
祉
課
長
の
案
内

で
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

所
と
デ
イ
サ
�
ビ
ス
を
現

地
視
察
し
ま
し
た
�

　

町
民
プ
�
ル
前
の
憩
い

９
月
12
日

　

町
長
・
副
町
長
・
総
務

課
長
・
企
画
課
長
出
席
の

も
と
�
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
�
総
務
課
よ
り

�
人
材
育
成
基
本
計
画
�

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
�
厳

し
い
財
政
状
況
の
も
と
で

の
�
意
欲
と
能
力
を
有
す

る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
�
能
力
開
発
に
つ

い
て
は
求
め
ら
れ
る
職
員

像
を
明
確
に
し
�
評
価
制

度
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
�

　

人
事
評
価
制
度
に
つ
い

て
は
係
単
位
で
職
員
に
制

度
を
理
解
し
て
も
ら
い
な

が
ら
慎
重
に
進
め
て
構
築

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
�

　

人
材
育
成
施
策
で
は
�

異
業
種
も
含
め
て
�
民
間

で
の
研
修
を
取
り
入
れ
る

よ
う
に
と
の
意
見
も
出
さ

れ
�
基
本
的
な
方
向
性
を

了
承
し
ま
し
た
�

　

給
食
セ
ン
タ
�
の
選
定

に
つ
い
て
は
�
選
定
過
程

が
不
透
明
な
事
や
�
半
永

久
的
な
施
設
を
作
る
施
策

に
対
し
�
実
質
２
回
の
施

設
部
会
審
議
と
行
革
本
部

の
１
回
の
審
議
で
さ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
�
総
合
的
�

長
期
的
展
望
に
た
�
て
の

検
討
を
求
め
ま
し
た
�

　

旧
岩
島
第
一
小
跡
地
に

決
め
た
結
果
の
検
証
も
妥

当
性
も
今
日
の
議
論
か
ら

は
判
断
で
き
な
い
と
の
意

見
も
出
さ
れ
�
給
食
セ
ン

タ
�
建
設
場
所
の
県
と
の

協
議
を
含
め
て
再
検
討
を

行
う
こ
と
を
求
め
当
委
員

会
の
要
請
・
要
望
と
し
ま

し
た
�

　

施
設
・
組
織
両
部
会
の

６
月
以
降
の
協
議
内
容
の

説
明
が
あ
り
�
質
疑
で
は

こ
ど
も
園
の
こ
と
が
何
度

か
協
議
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
な
ど
で
�
詳
し
く
説

明
を
求
め
ま
し
た
が
�
新

し
い
内
容
は
無
い
と
の
こ

と
で
し
た
�

の
家
は
取
り
壊
さ
れ
�
太

鼓
を
置
く
予
定
の
東
側
の

建
物
と
事
務
所
が
現
存
し

て
い
る
状
況
で
す
�

　

こ
の
あ
と
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
要
望
が
で
て
い

る
事
務
所
に
つ
い
て
質
疑

し
ま
し
た
�

社会福祉協議会、デイサービスの
　　　　　　　　　　現地を確認しました
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八
ッ
場
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

東
日
本
大
震
災
復
興

　
　
　
　
　

対
策
特
別
委
員
会

委員会報告

秋
を
迎
え
る
天
狗
の
湯
へ

　
　
　

ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い

９
月
13
日　

　

八
�
場
ダ
ム
工
事
事
務

所
・
水
源
地
域
対
策
事
務

所
・
中
之
条
土
木
事
務
所

よ
り
�
６
月
定
例
会
以
降

の
ダ
ム
関
連
事
業
に
つ
い

て
�
説
明
が
あ
り
ま
し
た
�

　

ダ
ム
本
体
に
つ
い
て
は
�

河
川
整
備
計
画
の
検
討
会

が
始
ま
�
た
ば
か
り
で
�

着
工
の
目
途
は
た
�
て
い

ま
せ
ん
�

　

町
の
ダ
ム
対
策
経
過
報

告
で
は
�
６
月
26
日
太
田

地
区
ダ
ム
対
策
協
議
会
解

散
�
７
月
７
日
羽
田
国
土

交
通
大
臣
が
�
八
�
場
ダ

ム
現
地
視
察
�
７
月
14
日

あ
が
つ
ま
ふ
れ
あ
い
公
園

の
一
般
開
放
等
�
報
告
が

あ
り
ま
し
た
�

　

ま
た
�
下
流
都
県
と
の

協
議
に
よ
り
�
ふ
れ
あ
い

公
園
内
の
道
の
駅
�
ま
た

は
売
店
建
設
の
予
定
が
示

さ
れ
ま
し
た
�
委
員
か
ら

は
�
建
設
よ
り
前
に
事
業

主
体
・
運
営
方
法
を
し
�

か
り
計
画
す
る

こ
と
が
大
事
�

な
ど
の
意
見
が

多
く
出
さ
れ
ま

し
た
�

　

25
年
度
完
成

と
の
事
な
の
で
�

運
営
方
法
な
ど
�

早
急
に
綿
密
な

計
画
作
り
を
望

む
と
こ
ろ
で
す
�

９
月
12
日

　

町
民
課
長
含
め
３
人
の

課
長
�
副
町
長
に
資
料
提

供
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
�

◎
�
古
谷
集
落
�
の
詳
細

調
査
結
果
概
要

◎
町
の
放
射
線
測
定

◎
広
域
処
理
に
伴
う
放
射

線
測
定

◎
吾
妻
バ
イ
オ
パ
ワ
�
の

現
状
報
告

◎
東
京
電
力
へ
の
損
害
賠

償◎
米
・
大
豆
・
そ
ば
の
安

全
検
査

◎
放
射
性
物
質
検
査

◎
管
内
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
の
空
間
線
量
測
定

結
果

◎
学
校
給
食
�
提
供
食
及

び
食
材
�
の
放
射
性
物
質

検
査

◎
水
道
水
・
下
水
道
汚
泥
・

汚
泥
肥
料
�
農
業
集
落
排

水
�
の
放
射
性
物
質
の
測

定
結
果
�
汚
泥
処
理
方
法
�

東
京
電
力
へ
の
賠
償
金
請

求
・
入
金
状
況

委
員
よ
り

◎
林
内
し
い
た
け
の
収
穫

不
能
と
な
�
た
資
料
写
真

◎
Ｊ
Ａ
あ
が
つ
ま
の
東
電

賠
償
金
請
求
一
覧
表

◎
岩
島
中
学
校
施
設
内
の

独
自
に
調
査
し
た
放
射
線

量
調
査
結
果

　

以
上
の
よ
う
な
説
明
の

後
�
質
疑
お
よ
び
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
�

�
主
な
意
見
や
町
側
の

　
　
　
　
　

回
答
説
明
�

■
吾
妻
バ
イ
オ
パ
ワ
�
の

現
状
報
告

意
見
�
燃
料
の
木
質
チ
�

プ
に
町
内
林
地
残
材
の
活

用
方
法
は
ど
う
な
�
て
い

る
の
か
�
地
元
自
治
体
と

し
て
試
験
数
値
を
報
告
す

る
取
り
決
め
が
あ
る
の
か
�

回
答
�
林
地
残
材
の
活
用

方
法
は
コ
ス
ト
に
問
題
が

あ
り
�
な
か
な
か
利
用
が

進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
�

説
明
�
電
気
事
業
法
に
基

づ
い
て
�
群
馬
県
に
検
査

結
果
等
の
報
告
を
す
る
こ

と
が
基
本
で
あ
る
�

　

ま
た
今
後
�
発
電
燃
料

と
し
て
�
木
質
チ
�
プ
の

代
用
と
し
て
産
業
廃
棄
物

で
あ
る
食
品
残
渣
の
茶
殻
�

コ
�
ヒ
�
カ
ス
の
利
用
を

検
討
し
た
い
�

■
東
電
賠
償
請
求

意
見
�
国
�
県
の
関
係
機

関
に
現
状
を
調
査
�
把
握

し
つ
な
げ
て
�
早
く
�
支

払
い
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
�

■
学
校
施
設
の
除
染

意
見
�
夏
休
み
を
利
用
し

て
の
作
業
が
十
分
に
で
き

な
か
�
た
の
で
は
な
い
か
�

意
見
�
学
校
�
保
育
園
等
�

面
的
に
�
徹
底
的
な
除
染

を
や
る
意
志
が
町
に
あ
る

の
か
�

回
答
�
実
施
し
て
い
き
た

い
�

　

委
員
会
と
し
て
は
今
後

も
調
査
�
研
究
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
�

議会を傍聴してみませんか
次回定例会は 12 月７日（金）

開会予定です。

議場での会議は、特別な場合を除き公開です。

～傍聴の手続き～

　役場本庁３階の議会事務局で、受け付けてい

ます。住所・氏名・年齢の記入をお願いしてい

ます。お問い合わせは電話６８－２１１１　議

会事務局まで。
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茂
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平成２３年度一般会計歳入歳出決算認定 14 ‐‐ 11 2 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 9/18

平成２３年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

平成２３年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

平成２３年度特別養護老人ホームいわびつ荘運営事業特別会計歳入

歳出決算認定
14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

平成２３年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

平成２３年度地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

平成２３年度下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

平成２３年度簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

平成２３年度水道事業特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

鳥獣被害対策実施隊の設置に関する条例 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

特別職の職員で非常勤のもの及び各種委員会の委員の報酬及び費用

弁償に関する条例の一部改正
14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

平成２４年度一般会計補正予算(第２号） 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

平成２４年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

平成２４年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

平成２４年下水道事業特別会計補正予算（第２号） 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

物品購入契約の締結（消防ポンプ車購入） 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

字区域の変更 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

字区域の廃止 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

中学校統合の再検討に関する陳情 14 ‐‐ 7 6 可 ‐‐ × × × ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 9/18

子ども・子育て新システムの導入に反対し、現行保育制度の拡充を

求める意見書提出を求める請願書
14 ‐‐ 12 1 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書提出を求める陳情 14 ‐‐ 12 1 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

地方整備局の事務所・出張所の存続を求める陳情 14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を

求める意見書の採択について（依頼）
14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

意見書の提出（温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕

組み」の構築を求める意見書）
14 ‐‐ 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

可･･･可決、否･･･否決、○･･･賛成、×･･･反対、欠･･･欠席、退･･･退席

議長は採決に加わりませんので「‐」で表示しています。（議長 1番 菅谷光重）

※・・・地方自治法第117条により、本人除斥。
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「玉入れ、健闘　惜しくも４位」

　12 年前、「黒岩さん胃癌ですよ」。医者に初め

て告げられたときは「人生これで終わりかも？」

という思いもありました。それでも 1 ヶ月後、

食道以下、胃と胆のう全摘出手術を受け、家族に

支えられながら療養し、1 年後には以前の体重に

戻り人間の体の不思議さに驚かされたものです。

　療養しているこの間、地域の方の心遣いで様

々な行事に誘っていただきました。その中に「植

栗区敬老祝賀会のスタッフとして参加してほし

い」との話をいただき趣旨、内容に共感し、私

で良いのならと参加することを決めました。

「植栗区敬老祝賀会」は本人参加型の祝賀会を

目指して、毎年開催されています。敬老者の方々

には祝賀会に参加していただくのはもちろんで

すが、記念誌「このみち」の刊行にも参加して

いただいています。この記念誌には毎年、町長

さんを始め敬老者の方々の日頃の思いや作品を

掲載しています。毎年、様々な作品があるので

こちらも出来上がった記念誌を開くのをとても

楽しみにしています。このようにして毎年、開

催されてきた「植栗区敬老祝賀会」も今年で 12

回目を迎えます。回を追うごとに参加者の輪が

広がり、会場も徐々に広くなり、今年はついに

過去最高人数の 110 名程の敬老者の方々が参加

してくれることとなり、コンベンションホール

を借りて開催することとなりました。

　このように毎年開催でき年々、参加者が増加

しているのも地域の方のご理解とご協力がある

からこそです。また敬老者の方々に「毎年、楽

しみにしているよ。楽しかったよ。」と声をかけ

ていただくと励みにもなりますし、敬老者の方

々には勇気と感動をいただき、毎年スタッフと

して参加して本当に良かったと思っています。

この場を借りまして敬老祝賀会のスタッフの一

員として参加させていただけることを植栗区民

に感謝します。

吾
妻
郡
民

　
　

体
育
祭

『地域の人に感謝』　　　

　　　　　　黒岩　省三さん（植栗）


